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失， 古田1JH'rなど）だけでなく，「円高の

ため公定歩合の引き下げを余儀なくされそ

うJ （中村隆災，上野浴也など）との見方も

でている。

そこで， 当面iの金融政策の在り方だが，

①金融緩和・同i{,�l��JJi,J， ②インフレ虫祝・

引き締め政鍛， の2つに大分される。①は

「小刻II工しないでゆったり燃える」（岩田

胞子），「なにもしない方がよい」（井t\11幸lj

宏）， 「政策の；.；，..激な変史は避け るべし」

（石弘光， 的山昌ーなど）や「景気先行き

に対する不安感をなくすためにもJ （後藤

新一）， あるし、は「張気後illや不況に な ら

ないようにするため， 当而it金融緩和政策

の維持以外に逝はないJ （西山千切） な ど

エュアンスの迎いはあるものの，「緩和基

調維持」を主張するエコノミストが多い。

また， なかには「インフレをあまり気に

しないで， 緩やかに�＜＇駄に！」（佐々木孝

男），「物価m1.:mより国際協調の視点からの

政策が必要」（小野旭），「インフレを覚悟

した金磁緩和しか現況の一周の恵、化を阻止

する方法はない」（中谷桜）と の “強気”

の；立見も散見される。

これに対し， ②は「協調もよいが， まず

国内情勢重視を」（新聞陽一），「国内物 価

の安定， 対外黒字の縮小を伴う景気回復の

維持」（鈴木淑夫），「株価暴洛よりもイン

フレを警戒せよ」（吉野俊彦）とし， さ ら．

に「国民主E、投機化傾向の鋲静を図る丈診に

も公定芝 合引き上げが必到 （蝿越L
「引き締めが必要」（野口悠紀雄）と の古：

見まで提案され， いままさに金融政策のか

じ取りが分岐点にさしかかっていることを

物語っている。 （敬称目指）

今回はt�伽'it�在による尖｛本経済への彩切

についてお尋ねした。 10刀20日に京，tlEl1;(11fi
は4ケタもの他下げをし， その後も乱山下

を繰返す�·�1i'i応百fiにある。 この状態がいつ

まで続くか， あるいはさらに大阪な下落が

あるのかは，i託気を守・5目するうえの大3・な

プアクターとなる。 そのへんはある程度同

作者の予怨に委ね， 編集部では一応r�r=-内

株式の乱高下が絞〈場合」をill定して代i::i

した。11月上旬時点の；�.]ftである。

ます二心配される:i';l・気全体への拶円であ

るが，74%が「多少あるが呆気肱大1，�，J,\jを

左右するものではなし、」とし，「大いに膨

押するJ (15%） を大和iiこ上回った。 また．

「日本の株rnriの!li1Jきよりも． 米国の保価下

￥�→米景気後退→ドノレ下総． とL、うルート

を通じての影習は大J （竹内宏）， 「ドル安

との述動を考慮するとかなり影曾」（尖戸段

太郎， 成沼Hill生）との見方もある。

項目5J!jの彩智度をみると， 各項目ともJ;!J

秤m:「小」が多いことは. llii問の結尽から

も従測される。なかでも今回の；元気j法大の

けん引率であった住宅投資への彩子手（i3 :tJl 
ロの 中では 一番小さく， 彩古度「小Jと

「なし」で75%， 影響皮「•I•」以上が25%。

それに対し今後の�；（気鉱大持続のために欠

かせない設備投資は， 同仰に69%. 31 % 

で， わずかの差であるが－"Iii修辞を受ける

).n目となった。

次に金融政策だが，10月中旬の段附では

公定歩合の引き上げ近し， とのムードが主主

かったが， 今回の株価暴浴で公定歩合の引

き上げのl時JPHt.巡れた，との立見が圧倒的。

むしろ「公定歩合の引き上げの可能性はな

くなったJ （森口親司， 山本秀之， 日m毅
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（回答の配列l主，編集部への王1i;r，：日50音順）

氏 当liiiの金融政mのあり方について
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エコノミス卜70人に聞きました（1)

:f1 見直現:Yi 

石l Li 

大幅な ｜多少遅ら｜当而低利での白金供給俄i,,C
ル安tこせたi削＇＜大. <lJ!:Mi大l�＇t金以住宅大その他2) I モ ノ一政｜東京大学教奴�＇，:-Ul 

i向�'i小，設viii小｜その他s> Iル安への｜その他9) I事態の動きiこ応じて，適切かつ敏kl；な金融政策が必要住宅小 I I ��仰あ り
認調不変裕凶Jti.臨大学教綬上�！f

消印小，；mm小｜その他3) Iややル安｜多少遅ら｜ 物価問題よ り 閃際協測の悦点からの政策 が必21!住宅小 ｜ ｜ ｜せた
消�'i1J 、，設備小！依然� Iややらν安！多少遅ら｜ 経稿I基調者H子住宅小 ｜ ｜ ｜せた ｜ i商代大， ；没！iii小叫｜株離 切 附ややル安l多少遅ら｜ 低金利政策の様持が必要住宅中 I I i せた 目
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影押なし｜個人消費，個人住宅役資に対して超和すべしWi1�なし，設耐依然t�
小，住宅なし ｜ 

ー治資小，設備中｜金融術品大幅な叫多少返らl 低金利政 策の持続住宅中，その他的｜ ｜安に lせた
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大きなMl多少遅刻 マ ネ ー サ プライの.11"11JU�告 を低位安定する
きなし i せた I . 

消1'i小，設N;jrド｜依然株住宅小Jゐ野

消費小， i没vm中｜金融前日｜やや弘安！多少遅ら｜ 協調もよいが， ま ず国 内的勢重 視を住宅小 ｜ ｜ 一 一 ｜ せた基調不変防ー｜大阪大学教授�frl)fj 

為替とインフレの丙にらみ妥扮となるややル安｜その他7)消1＇（小，設vm小｜依然除住宅小基調不変殺到新潟大学教授�γm l• � l;o 

大仰なら｜緩和ぎみ ｜ 米国 との金利差を縮小することは幾しい
安に ｜の迎蛍へ消印小，設』m小｜依然株基調不変直毅！経済ftf論家問中

ややル安｜ 多少遅ら｜国民総投機ft傾向の�WY.をはか るためにも公定歩合引せた ｜き上げが必要
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泊先小，設備小lモノ住宅小制捌東京外国語大学｜基調不変教t受

影響大10)
健生｜臼経述調査部長i影響大
文雑｜臨応大学教授

9·�fJ 

成事l
浜田

消費小，設備小｜金融商品！ややル安｜その他叫緩和基調維持住宅小
耕作！第一勧業銀行取｜基調不変

締役調査部長古凶

大析な ちレ｜多少遅ら｜当面白米金利格 差を縮小 さ せぬよう侠霊にマネー サプ
安に ｜せた ｜ ラ イ をコン トロールすべき消費小，設備小！依然株

住宅なし基調不変正州大阪大学教綬本間

消費大，設備大！東京 以外！大開 なル｜その他14) 1 インフレを覚悟した金融緩和しか現況の一 店自の悪化を住宅大 ｜の土地 ｜安に ｜ ｜阻止する方法｛まないその他13)制大阪大学教疫谷

暴落が景気後退や不況とならないようにす る ために
は，当面は金融緩和政策の維持以外に道はない

その他川｜その他影響は避け難い｜その他がその度合は乱
日下の期間次第消7'i中，設似小｜依然株住宅小

その他15)千切JI立教大学教授西山

関l[jなし｜多少返ら｜ なにもしない方がよいせた不明利宏｜大阪大学教授;11：郷

消費小，設備小｜その他16)1ややル安｜その他17)1今後も国際協調型の金融政策を採る要ありと思う住宅小
正郎｜三菱商事多与・｜基調不変

調査部長
石塚

ややル安i多少遅ら｜ 各国協調して急激なドル安を怪力防 ぐ こ と
I lせた I 設備大｜金融商品｜ル安傾向｜米国の政｜国際金融の動 �を小さくすることを重視して運営さ れ

｜ l強める ｜ 策しだいA るべ きである
設備中 ｜ その他叫ややル安； 多少遅ら｜ 急激な円高を!fl! えることを主｜民に

I I ｜ せた ｜ 設仰小｜ その他20> 1大幅なら｜多少遅刻公定歩合引き上げをひかえ物価動向をにらみ ながら場安に ｜ せた i 合に よ っては引き下げも考えな け ればならないことも｜ ｜ 起 こ りうる
梢 到 なし， 設 仰 ｜ ｜やや弘安｜多少遅らI 6兆円の財政出動と協調して，金融政策を展開すぺし。
i小，住宅なし ｜ ｜ ｜ せた ｜ インフレに持経 質になりすぎるべきでない。 国 際金利

I I I I �をからこ れ以上の ド ル安にならないよう配屯主三主
〈注〉 ・5リ・「JI＜制不安」＝多少あるが民気!:5大］.！；調を左有するものではない．「多少辺らせた」＝〈公定渉合引き上げを〉多少遅らせた．

1）公)il �.iifr をよげら れるか会 〈わからなくなった の除札刈は内向 をもたらす . 3）元 本の羽曳な金倣11 症 が）!i{I される よ う ． こ なる . 4）ただし不助成 系 ltUJ;!l大. 5 ） ド ル 安 と の
ま協同U・� ； �i�rf�r��； i���lr��n�f;J �：｛ t閥抗？？おお泌総必然燃料配�l-1ぬ泌総！����17日立·rni t:: i �：；
m は 氏fill也.l.! 投資の息切れ その も のにある. 12 〕引 き 綜め強化はiiiに i 宇いた目 13 ） ダウが2 万円を；切れ ば 国民搾大 1 4）公定ぷ合引き 上 げは不可能にな 勺 た 15）① 執務で打匁 を受
け た 食 決や減計， ＠ �務 による期待効栄 ，を2大阪 国 と してE陸 海は不 可 近だが， その大き さ は乱 r.r,下のu鋭l割問. 16 ） 乱 高下i 二 ド ル 安 � 囚となるが， • I’近 Jl( 与 の 間 限i'J'J動乱は ド

的作品、！紛らですみをL溜泌さ；�'llt.7�1九九段＼�；；金制限邦銀�＆；�；� .ぷ主協潟為法 燃＇�；�·�宇まるのでは ？阿保

消費小，設fi1i小｜その他叫ややル安！ 影響なし｜ 小細工しなトでr ゆろた9構える住宅中 ｜ 消1＇（小 ，設備小！依然株住宅小
消n小，

住宅中
消'l'i小，住宅小年内｛土基調i消1'(r1'.不変 i住宅小

基調不変
変不調基所究
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彦
郎
耶晴

元 影響大
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飽子｜武球大学教授

正卵Iiセコム副会長

岩国
大石

1j、ρ1
嘉治

お調不変

�野孝次郎ifllt戸大学学長

宏｜隙浜国大教授新飯田


